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「中国の格差問題に対する私の率直な印象は、解決は非常に難し

いというものです。中国を訪れた際、政府関係者や学者と議論しまし

たが、その多くが中国で格差が拡大していくことに対して心配し、懸

念を示していました。しかし、今のところ中国には格差を解消する手
段がない。あったとしても不十分なものばかりです」

『21世紀の資本』を著したフランスの経済学者、トマ・ピケティ氏。経
済格差が各国で深刻な問題を引き起こしている中で、同氏が導き出
した「資本収益率（r）＞経済成長率（g）」という不等式は世界的に注
目を集めることになった。過去の膨大なデータを解析することで、「富

める者がさらに富み、持たざる者との格差が広がる」という法則を明
らかにしたからだ。

そこで本誌は、急速な経済発展に伴い格差が拡大した中国につい

て、ピケティ氏に意見を求めた。その答えは、現状の中国を憂慮しつ
つも、問題点に鋭く切り込むものだった

「もし本気で格差解消に取り組もうとするならば、今以上に多くの人

が牢屋に入ることになるでしょう。中国はまず、所得、不動産、相続

に関する税の累進性を強化するように、税制度を改正しなければな
りません」

実は、ピケティ氏は『21世紀の資本』の中で中国についても取り上げ
ようとしていた。だが、中国では国際的な基準の統計データが不足し

ており、あったとしても信用に足る内容かどうかが確信できなかった
ため、断念した。

ただ、ピケティ氏は習近平政権が推し進めている反腐敗運動につ
いては極めて高い評価を下している。

「新常態」とは

もとは2008年のリーマンショック後、世界経済が新しい局面に入った
との意味で使われるようになった「ニューノーマル」の中国語訳。
2014年5月に習近平国家主席が河南省を視察した際にこの言葉を
使ってから、高速成長から安定成長に移行する中国経済の現状を
意味する言葉として広まった。
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2014年11月、上海の名門、復旦大学で開かれたピケティ氏の講演
会で、こんなやり取りがあった。会場の参加者から「中国のこれから
の発展に関して、習国家主席に何かアドバイスはありませんか」と質
問を受けたピケティ氏はこう答えた。

「企業や政府の間にはびこる汚職、そして腐敗が不透明な収入を増
やし、一部の人に富が集中する要因となっているのは紛れもない事

実です。その意味で、習政権が推進している反腐敗運動は、富の不
平等な分配を確実に是正できる方法と思っています」

「そもそも中国では、なぜここまで汚職が蔓延するのでしょうか。そ

れは、個人の収入をきちんと管理する制度がないからです。賄賂を
受け取っても長期にわたって誰にも気が付かれないので、通常では
あり得ない金額の蓄財に走る人もいます。だからこそ、反腐敗運動
は格差是正に非常に効果があるのです」

習政権の反腐敗運動に対しては、国際社会から批判の声も上がっ
ている。重大な規律違反の疑いで逮捕された共産党幹部は既に100
人を超えた。「腐敗を撲滅する」という大義を振りかざし、政敵を次々
と葬り去ろうとする習政権の姿勢は、時に「強権的」とさえ映る。だが、
ピケティ氏は格差を是正するには、まず腐敗をなくすことから始める
べきだと指摘する。

中国では政府高官の巨額蓄財が度々明らかとなっている。真相は
いまだやぶの中だが、温家宝前首相の一族が27億ドル（約3240億
円）以上もの資産を蓄えていると米ニューヨーク・タイムズ紙が報じ
たこともある。腐敗はあらゆる階層に広がっている。地方政府の中
堅幹部が高級腕時計を複数所有していることがばれて、失職に追い
込まれる事件などは頻繁に起きている。

こうした実態が肌身に染みているだけに、ピケティ氏の発言は中国

国内で大きな話題を呼んだ。在日中国人ジャーナリスト、徐静波氏
や中国メディア『陸家嘴』のインタビューなどに答えたピケティ氏は、
中国特有の問題点をこう指摘している。「日本は経済成長の過程で
格差が解消されていきましたが、中国は経済が発展すればするほど

格差が広がっています。中国は社会主義の国であるはずなのに、大
部分の資本が一握りの人に独占されています。このことを私は理解
できない」

『21世紀の資本』で所得と富の分配について明らかにした経済学者のトマ・ピケティ氏。中国には経済が発展するほど格差が広がっ
てしまう歴史的な構造要因が残っており、「新常態」でそれが是正できなければ中国の先行きは厳しいと説く。


